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論文 内 容 の 要 旨

 目的

 膵癌は現在，最も予後不良の癌のひとつであり，手

術あるいは放射線の単独アプローチでは治療成績に限

界がある．本研究では，膵癌に対して手術，放射線治

療（術中照射，術後照射），化学療法を組み合わせた集

学的治療を行うため，放射線科と消化器外科で共同プ

ロトコールを作製し，これにもとづいて治療を行い，

その効果について検討した．

 対象および方法

 1983年7月から1987年6月までの4年間で術前検査

で遠隔転移の認められないい膵癌60例を対象とした．

全例開腹術を行い，肉眼的病期分類を行った．開腹時，

肝転移，腹膜播種のみられたものは19例あり，膵癌取

扱規約による病期分類では，1期0例，II期9例， HI

期14例，IV期37例であった．遠隔転移のない症例に対

しては可能な限りの根治手術が施行された．術中照射

はLinac電子線を用いて全例に行い，切除不能例には

腫瘍塊に対して，切除例には腫瘍床に対して照射した．

線量は原則として25Gyとした．術後照射は29例に施

行し，40Gy／4．5週を原則とした．術後の化学療法は33

例に行い（19例は動脈内注入法），薬剤はMMC，5－FU

を用い，術後照射と併用した．

 結果

 1）1年生存率はII期77．8％， III期28．6％， IV期5．4％

であった．

 2）肉眼的治癒切除例では1年生存率51．5％，非治癒

切除例では22．2％，非切除例では6．4％であった．

 3）肉眼的治癒切除例では術後照射および術後化学

療法の有無による生存率の差はみられなかった．

 4）非治癒切除例および非切除例においては術後照

射，術後化学療法施行群でそれぞれ5ヵ月，4ヵ月の

median surviva1の延長が得られた．

 考察

 本学消化器病センターの手術単独の成績と較べる

と，肉眼的治癒切除例の50％生存期間は16ヵ月に対し，

本研究では20ヵ月と4ヵ月延長しており，術中照射が

microscopicな癌遺残に有効であることが示唆され

る．非治癒切除，非切除例では，術中照射に術後照射

および化学療法を加えることにより生存期間の延長が

得られ，また，膵癌特有の頑固な二二に放射線治療は

有効であり患者のquality of lifeの向上にも貢献する

と考えられた．

 結語

 膵癌の治療成績の向上には，早期診断と根治手術が

必要であること，また，集学的治療を行うことにより，

進行例においても生存期間の延長が期待できFると考え

られた．
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論 文 審 査 の 要 旨

 最も予後不良の癌のひとつである膵癌に，手術，放射線術中・術後照射，化学療法を組合せ，集学的治療法

の有用性について臨床的評価を行ったところ，肉眼的治癒切除群の50％生存期間で手術単独成績より明らかに

延命効果が得られ，術中照射がmicroscopicな癌遺残に有効なことが示唆された．また，非治癒切除群，非切

除群で生存期間の延長と膵癌特有な頑固な癖痛に放射線は有効で，quality of lifeの向上にも貢献し集学的治

療の有用性が認められた．学術上価値ある論文である，
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